
　
　
一
　
は
じ
め
に

　

近
世
の
大
和
諸
社
の
由
緒
記
編
纂
は
社
家
か
ら
の
依
頼
等
で
在
地
の
神
道
家
の

手
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
神
社
伝
来
の
古
記
口
伝
等
と
諸
典
籍
を

整
合
さ
せ
、
あ
る
程
度
の
一
貫
性
を
持
っ
た
来
歴
を
紡
ぎ
出
す
の
が
彼
等
の
役
割

で
あ
る
。
そ
の
説
は
記
紀
を
始
め
と
す
る
典
籍
に
基
づ
き
つ
つ
も
、
従
来
の
伝
承

か
ら
離
反
し
、
新
た
に
一
社
の
由
緒
を
規
定
し
さ
え
も
し
た
。

　

大
和
諸
社
の
由
緒
生
成
に
は
「
南
都
」
と
い
う
場
が
有
す
る
特
殊
性
が
影
響
し

て
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
考
察
へ
の
手
掛
か
り
と
し
て
本
稿
で
は
石
上
神
宮
・
大
神

神
社
・
大
倭
神
社
等
に
関
す
る
著
作
・
写
本
の
残
る
今
出
河
文
斎
の
活
動
に
注
目

す
る
（
資
料
参
照
）。
文
斎
は
「
南
都
神
覚（
学
）者
」（
注
１
）

と
い
う
意
識
の
も
と
諸
社

の
神
職
と
連
携
し
た
活
動
を
し
て
お
り
、
そ
の
説
は
南
都
へ
の
広
が
り
を
見
せ
る

の
で
あ
る
。
文
斎
や
そ
の
周
辺
人
物
へ
の
検
討
を
通
し
て
、
近
世
南
都
を
中
心
と

し
た
由
緒
編
纂
の
土
壌
を
考
察
す
る
。

　
　
二
　
今
出
河
文
斎
に
つ
い
て

　

西
田
長
男
氏
は
文
斎
に
関
し
て
「
は
じ
め
松
嶋
、の
ち
三
枝
お
よ
び
今
出
河
（
藤

原
）
の
氏
を
称
し
、
通
称
を
益
人
、
名
を
一
友
、
号
を
若
毈
〔
若　

と
も
〕・
如
鶏
子
・

蒼
翠
軒
な
ど
と
も
い
つ
た
万
里
小
路
大
納
言
家
の
家
侍
で
、
神
道
家
と
し
て
知
ら

れ
、
著
書
も
二
三
な
ら
ず
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
師
は
臼
井
接
伝
で
、
岡
田
正

利
の
如
き
も
文
斎
に
つ
い
て
伝
を
受
け
」、
大
神
・
大
和
・
石
上
三
社
の
研
究
を

す
す
め
た
と
述
べ
ら
れ
る
（
注
２
）。
佐
伯
秀
夫
氏
も「
今
出
川
（
河
と
も
書
く
）
一
友（
生

没
年
不
詳
）
は
江
戸
中
期
の
奈
良
の
卜
部
神
道
系
神
学
者
。
彼
の
編
著
『
長
尾
神

社
略
記
』
で
は
、「
吉
田
家
学
頭
大
宗
臼
井
中
常
門
人
」
と
記
し
て
い
る
。
元
姓

松
嶋
、
名
は
及
達
・
若
暇
、
通
称
八
右
衛
門
、
三
枝
益
人
・
三
枝
散
人
・
如
鶏
・

文
斎
と
も
号
し
た
。
詳
細
な
履
歴
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
が
、
続
々
群
書
類
従

所
収
の『
南
都
七
大
寺
巡
礼
記
』の
異
本
奥
書
に
、享
保
十
四
年
書
写
と
あ
る
の
で
、

そ
の
こ
ろ
ま
で
は
生
存
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
光
由
と
と
も
に
、
後
掲
史
料

に
頻
出
す
る
人
物
で
あ
る
。」
と
、石
上
神
宮
年
預
田
村
光
由
と
の
縁
に
よ
り
数
々

の
石
上
神
宮
の
由
緒
記
を
編
纂
書
写
し
た
人
物
と
し
て
紹
介
す
る（
注
３
）。
今
回『
中

臣
祓
事
業
秘
授
略
』『
中
臣
忌
部
切
紙
口
伝
秘
鈔
』
の
各
奥
書
に
享
保
十
五
年
の

年
紀
を
見
出
し
た
の
で
、
没
年
は
一
七
三
〇
年
以
降
と
な
る
。

　

佐
伯
氏
は
文
斎
の
用
い
た
称
号
の
中
に
「
三
枝
散
人
」
も
含
ま
せ
る
が
、『
石

上
布
留
神
宮
寺
縁
起
』
に
見
ら
れ
る
こ
の
呼
称
は
、
後
の
書
写
者
で
あ
る
中
條
台

作
か
江
藤
正
澄
の
誤
写
に
よ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
当
資
料
以
外
に
「
三
枝
散

二
三

（
比
較
文
化
学
専
攻
）　　

向

村

九

音

南
都
神
道
家
・
今
出
河
文
斎
に
よ
る
由
緒
記
の
編
著
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人
」
を
名
乗
る
も
の
が
な
い
と
い
う
の
も
理
由
の
一
つ
だ
が
、
文
斎
と
重
な
る
時

代
に
無
名
園
古
道
な
る
人
物
が
「
三
枝
散
人
」
の
名
で
南
都
古
寺
社
に
つ
い
て
述

作
し
て
い
る
の
で
、
両
者
の
称
号
を
混
同
し
た
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
よ
っ

て
文
斎
の
称
号
は
「
三
枝
益
人
」
の
方
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
称
号
は
『
石
上
神
宮

御
事
抄
』（1704.4
文
斎
書
写
、1705.1

再
校
）
に
初
め
て
見
ら
れ
、
宝
永
年
間
前

半
に
多
く
用
い
ら
れ
る
（
注
４
）。「
三
枝
」
と
い
う
の
は
率
川
神
社
の
別
称
・
春
日

三
枝
神
社
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
無
名
園
古
道
は
「
下
僕
率
川
近
辺
に

幼
年
よ
り
住
居
し
侍
り
て
」（
注
５
）
率
川
神
社
の
由
緒
探
求
に
駆
ら
れ
た
旨
を
『
率

川
御
子
守
神
社
御
本
縁
』
に
記
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
「
三
枝
」
を
冠
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
文
斎
の
居
所
も
添
上
・
添
下
郡
内
と
知
れ
、
古
道
と
同
様
の
理

由
か
ら
「
三
枝
」
の
名
を
用
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

石
崎
文
庫
蔵
『
中
臣
祓
事
業
秘
授
略
』（1730.5 

文
斎
著
か 

注
６
）
は
大
神
宗
次

の
書
写
に
な
る
が
、
奥
書
に
「
旹
／
享
保
十
五
庚
戌
歳
中
夏
下
旬
／
亦
斎
翁
藤
雲
」

と
あ
り
、「
亦
斎
翁
」と
い
う
の
は「
文
斎
翁
」の
誤
り
か
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、

文
斎
の
称
号
に
「
藤
雲
」
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

文
斎
の
述
作
活
動
は
石
上
神
宮
の
古
社
記
を
編
纂
す
る
こ
と
に
始
ま
る
。
宝
永

元
年
（1704

）
四
月
六
日
に
『
石
上
布
留
神
宮
寺
伝
記
』『
石
上
布
留
神
宮
要
録
』

『
石
上
布
留
神
宮
寺
縁
起
』
の
三
書
を
田
村
光
由
本
に
よ
っ
て
書
写
し
た
の
が
現

在
確
認
で
き
る
最
初
の
文
斎
の
活
動
で
あ
る
。
翌
日
に
は
『
石
上
神
宮
御
事
抄
』

（1270

卜
部
兼
文
著
か
／1705.1

文
斎
再
校
）
を
や
は
り
光
由
本
を
も
と
に
書
写

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
書
写
活
動
は
『
石
上
振
神
宮
二
座
』（
資
料
注
※
１
・
２
参
照
）『
物
部

氏
口
伝
抄
』（1704.5.2

本
文
成
立
／1708.10

跋
）
の
著
述
に
結
実
す
る
。
後
者

奥
書
に
は
、
も
と
も
と
石
上
神
宮
年
預
田
村
光
由
が
自
身
の
つ
と
め
る
年
預
職
は

古
の
斎
主
首
職
に
当
た
る
の
か
と
い
う
こ
と
、
ま
た
「
斎
神
之
礼
典
」、「
神
宮
之

本
縁
」（
注
７
）
を
知
る
た
め
文
斎
の
も
と
へ
自
身
の
筆
記
を
含
む
資
料
数
点
を
持
ち

込
み
、
文
斎
が
元
禄
七
年
（1694

）
一
月
十
五
日
に
『
石
上
振
霊
畤
簡
書
』（
現

存
せ
ず
）
を
完
成
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
る
。
し
か
し
光
由
は
翌
年
四
月

六
日
に
六
十
一
歳
で
亡
く
な
り
（
注
８
）、
元
禄
十
三
年
一
月
七
日
に
文
斎
が
石
上
神

宮
へ
参
詣
し
た
際
に
『
石
上
振
霊
畤
簡
書
』
を
読
み
上
げ
る
と
、
神
主
・
祢
宜
ら

の
耳
を
驚
か
し
、そ
の
要
請
に
よ
り
同
書
を
さ
ら
に
摘
要
し
た
『
物
部
氏
口
伝
抄
』

を
述
作
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
経
緯
が
述
べ
ら
れ
る
。こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は「
及

　
二

宝
永
改
元
甲
申
之
歳　
一

、
神
主
高
忌
火
政
富
、
欲　
レ

乞　
二

神
宮
修
復
於　

将
軍
家　
一

、

下-

　
二

向
于
江
戸　
一

之
時
、
請　
二

神
宮
故
実
之
伝　
一

、
於　
レ

是
、
依　
二

石
上
霊
畤
簡
書
文

繁　
一

而
、
摘　
二

其
要　
一

記　
二

一
冊　
一

、
号　
二

物
部
氏
口
伝
抄　
一

授　
レ

之
者
也
」
と
、
江
戸
幕

府
へ
社
殿
修
復
を
要
請
す
る
た
め
の
資
料
に
『
物
部
氏
口
伝
抄
』
が
用
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
文
斎
は
神
主
よ
り
由
緒
の
作
成
を
直
接
依
頼
さ
れ
、
そ
の

著
書
が
幕
府
へ
提
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
後
年
、
文
斎
は
「
殿
下
公
命
」

を
受
け
『
石
上
布
留
神
宮
略
抄
』（1720.8

）
を
作
成
し
た
と
見
ら
れ
る
（
資
料
注
※
５
参

照
）。
こ
の
「
殿
下
」
に
関
し
て
は
佐
伯
秀
夫
氏
が
「
九
条
輔
実
が
大
乗
院
門
跡
を

通
じ
て
下
命
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
注
９
）。
九
条
家
と
直
接
交

渉
が
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
が
、
そ
の
依
頼
を
任
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
、文
斎
が
南
都
諸
社
か
ら
一
目
置
か
れ
る
神
道
家
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。

　

文
斎
の
神
道
家
と
し
て
の
活
動
は
石
上
神
宮
を
起
点
と
し
た
が
、
後
に
は
『
大

倭
神
社
注
進
状
並
率
川
神
社
記
』
附
裏
書
（1706.

元
三
）、『
大
三
輪
神
三
社
鎮

座
次
第
』（
同
年12.1

）、『
三
輪
山
縁
起
』（1710.10.7

）
な
ど
も
書
写
し
、
山
辺

三
社
の
由
緒
探
求
に
つ
と
め
る
。
そ
し
て
正
徳
三
年
（1713

）
五
月
に
は
長
尾
社

祝
部
吉
野
河
盛
利
の
需
め
に
応
じ
、
国
史
家
牒
な
ど
を
参
考
し
て
作
っ
た
『
長
尾

神
社
勘
文
』
一
巻
を
摘
要
し
、『
長
尾
神
社
略
記
』
を
作
成
し
た
。
文
斎
と
こ
れ

ら
諸
社
の
神
職
の
関
係
は
、
著
作
の
依
頼
は
も
ち
ろ
ん
、
書
写
の
た
め
写
本
を
貸

借
で
き
る
間
柄
で
あ
っ
た
。
文
斎
は
広
く
大
和
国
内
の
社
寺
に
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

二
四
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『
中
臣
忌
部
切
紙
口
伝
秘
鈔
』（1730

）
か
ら
は
大
和
国
外
か
ら
も
文
斎
を
頼
る

者
が
訪
れ
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
同
書
奥
書
に
よ
れ
ば
、享
保
十
三
年
（1728

）

三
月
に
筑
紫
武
雄
神
社
社
司
宮
部
佐
仲
が
神
道
・
倭
書
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
文
斎

の
も
と
を
尋
ね
る
。
佐
仲
は
幼
年
で
あ
り
、
備
忘
の
た
め
教
え
ら
れ
た
中
臣
忌
部

解
除
を
書
き
留
め
、
文
斎
に
校
合
を
頼
む
。
そ
の
書
は
長
く
蔵
に
し
ま
わ
れ
て
い

た
が
、
氷
室
神
社
権
神
主
中
宮
内
是
清
の
需
に
よ
り
、
文
斎
に
よ
っ
て
再
び
述
作

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
以
上
が
奥
書
の
大
要
で
あ
る
。
文
斎
が
所
持
し
て
い
た
南

都
諸
社
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、遠
く
筑
紫
ま
で
繋
が
り
得
る
広
さ
を
有
し
た
。

　

続
い
て
文
斎
の
師
弟
・
交
友
関
係
を
整
頓
す
る
に
、
文
斎
を
臼
井
接
伝
（1668-

1705

）
門
下
と
す
る
も
の
に
は
『
長
尾
神
社
略
記
』『
中
臣
祓
詞
浅
略
題
目
抄
』
が

あ
り
、
文
斎
は
接
伝
か
ら
卜
部
神
道
を
学
ん
だ
と
分
か
る
。

　

ま
た
、
文
斎
が
岡
田
正
利
と
師
弟
で
あ
る
と
い
う
西
田
説
に
関
し
て
は
、
白
井

伊
佐
牟
氏
が
、『
長
尾
神
社
略
記
』
跋
文
に
春
日
若
宮
神
主
中
臣
祐
字
が
文
斎
を

友
人
と
記
す
こ
と
か
ら
、
文
斎
と
祐
字
は
さ
ほ
ど
年
齢
が
離
れ
て
い
な
い
も
の
と

推
測
さ
れ
、
祐
字
よ
り
十
七
歳
年
上
の
正
利
が
文
斎
の
門
弟
と
な
る
こ
と
に
疑
問

を
示
し
て
い
る
（
注
10
）。
國
學
院
大
學
附
属
図
書
館
に
は
『
石
上
神
宮
御
事
抄
』『
物

部
氏
口
伝
抄
』『
播
州
峯
相
記
』『
鎮
魂
祭
略
儀
式
』
と
い
っ
た
、
文
斎
本
を
正
利

が
書
写
し
た
系
統
の
も
の
が
多
く
残
る
。
年
齢
の
問
題
は
存
在
す
る
も
の
の
、『
鎮

魂
祭
略
儀
式
』
奥
書
に
も
「
右
享
保
二
丁
酉
孟
秋
廿
四
日
従
今
出
川
文
斎
如
雞
子

藤
原
一
友
令
伝
受
者
也
／
礒
波
翁
／
岡
田
正
利
」（
享
保
二
年
＝1717

）（
注
11
）

と

あ
り
、
師
弟
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
先
述
の
通
り
文
斎
は
南
都
諸
社
の
神
職
と
広
い
関
わ
り
を
持
つ
。
石
上

神
宮
年
預
田
村
光
由
、
春
日
若
宮
神
主
中
臣
祐
字
、
手
向
山
八
幡
宮
神
主
紀
延
親
、

長
尾
神
社
祝
部
吉
野
河
盛
利
、
氷
室
神
社
権
神
主
中
宮
内
是
清
、
大
神
若
葦
ら
で

あ
る
。

　

中
臣
祐
字
（1678

‐1715

）
は
今
西
祐
舎
の
次
男
に
し
て
千
鳥
家
へ
養
子
と
し

て
入
り
、
春
日
若
宮
神
主
と
な
っ
た
。
文
斎
を
友
人
と
呼
び
（
前
述
）、『
春
日
神

社
記
改
正
』『
大
和
国
広
瀬
神
社
記
』『
古
事
記
聞
書
』
を
著
し
て
い
る
。
白
井
氏

は
祐
字
の
父
・
祐
舎
が
石
上
神
宮
神
主
・
森
氏
と
親
交
の
深
か
っ
た
こ
と
と
、
祐

字
の
死
後
、
祐
舎
の
養
子
と
な
っ
た
祐
雪
の
妻
が
「
三
輪
社
高
宮
大
神
朝
臣
豊
房

娘
拝
殿
巫
女
於
直
」（
注
12
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
斎
は
祐
字
を
通
じ
て
大
神
・

石
上
両
社
と
交
渉
を
持
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
文
斎
は
手
向
山
八
幡
宮
神
主
紀
延
親
と
も
交
流
が
あ
っ
た
ら
し

く
、『
大
倭
神
社
注
進
状
並
率
川
神
社
記
』
附
裏
書
や
『
大
三
輪
神
三
社
鎮
座
次

第
』
を
文
斎
が
書
写
し
た
後
一
年
以
内
に
延
親
が
そ
の
写
本
を
借
用
し
書
写
し
て

い
る
。
ま
た
、
國
學
院
大
學
附
属
図
書
館
蔵
『
播
州
峯
相
記
』
は
八
幡
宮
に
将
来

さ
れ
た
播
州
惣
社
神
主
黒
装
民
部
家
本
を
文
斎
が
転
写
さ
せ
て
も
ら
っ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
ら
は
延
親
の
厚
意
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
延
親
自
身
も
『
東
大
寺
八

幡
宮
神
社
記
并
御
祭
礼
記
』〔
前
神
主
延
貞
の
草
し
た
も
の
を
正
徳
五
年
（1715

）

成
稿
〕、『
大
三
輪
社
勘
文
』（1712

）
等
を
著
し
て
い
る
。
延
親
の
時
代
は
公
慶

の
東
大
寺
復
興
期
に
当
た
り
、
元
禄
四
年
（1691

）
か
ら
八
幡
宮
の
造
営
が
始
ま

る
。
そ
の
著
作
活
動
に
は
焼
失
し
た
八
幡
宮
の
文
書
を
補
完
す
る
目
的
が
あ
っ
た

だ
ろ
う
。

　

続
い
て
『
巻
向
檜
原
明
神
縁
起
』（1619

年
巻
向
社
司
喜
太
浦
衛
門
著
／1708

年
文
斎
写
／1711

若
葦
写
）、『
二
十
二
社
神
名
記
』
の
書
写
者
に
大
神
若
葦
が
い

る
。
前
者
は
慶
長
元
年
（1596

）
に
檜
原
へ
伊
勢
か
ら
天
照
大
神
を
勧
請
し
た
こ

と
を
述
べ
る
。
後
者
は
卜
部
兼
右
（1543

著
か
）
か
ら
臼
井
接
伝
（1696

写
）
に

至
る
ま
で
諸
人
に
よ
っ
て
書
き
継
が
れ
る
が
、
最
末
尾
の
宝
永
七
年
（1710

）
文

斎
署
名
部
分
の
み
が
別
筆
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
筆
跡
は
前
者
と
一
致
す
る
こ
と

か
ら
、
若
葦
書
写
本
を
文
斎
が
所
持
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
若
葦
の
詳
細
は
不
明

で
あ
る
が
、
十
八
世
紀
中
頃
に
文
斎
本
を
書
写
し
た
人
物
に
大
神
宗
次
が
お
り
、

二
五
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宗
次
は
石
崎
文
庫
蔵
『
中
臣
忌
部
切
紙
口
伝
秘
鈔
』
副
本
の
奥
書
で
「
当
氷
室
」（
注

13
）
と
述
べ
、
氷
室
社
神
官
と
目
さ
れ
る
。
大
神
氏
の
名
は
諸
社
に
散
見
す
る
が
、

若
葦
と
宗
次
は
時
代
的
に
も
近
く
、
あ
る
い
は
若
葦
も
氷
室
社
の
関
係
者
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　

神
官
で
は
な
い
が
無
名
園
古
道
に
も
言
及
し
て
お
く
。
古
道
は『
南
都
名
所
集
』

等
を
著
し
た
村
井
弘
道
を
父
に
持
ち
、
自
身
も
『
奈
良
坊
目
拙
解
』『
南
都
年
中

行
事
』
等
、
南
都
の
寺
社
に
関
す
る
著
作
を
残
す
。
古
道
は
文
斎
が
享
保
十
四
年

（1729

）
四
月
四
日
に
書
写
し
た
『
南
都
七
大
寺
巡
礼
記
』（
東
京
芸
術
大
学
附

属
図
書
館
所
蔵
）
を
、
時
を
置
か
ず
同
年
五
月
五
日
に
写
し
て
お
り
、
両
者
に
は

近
し
い
関
係
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

文
斎
と
古
道
、
そ
し
て
祐
字
の
間
で
は
率
川
社
の
祭
祀
を
藤
原
是
公
で
は
な
く

大
三
輪
君
白
堤
に
よ
る
と
す
る
説
が
共
有
さ
れ
て
い
た
。
白
堤
は
『
日
本
書
紀
』

用
明
天
皇
元
年
（586

）
五
月
条
な
ど
に
そ
の
名
を
見
る
が
率
川
社
と
の
関
わ
り

は
不
明
で
、白
堤
祭
祀
説
を
掲
げ
る
の
は
『
大
三
輪
神
三
社
鎮
座
次
第
』（
注
14
）、『
大

倭
神
社
注
進
状
並
率
川
神
社
記
』（
以
上
文
斎
写
）、『
春
日
神
社
記
改
正
』（1704

／
祐
字
）、『
率
川
御
子
守
神
社
御
本
縁
』（1742

／
古
道
）
で
あ
る
。
従
来
と
は

異
な
る
祭
祀
説
が
、
南
都
の
神
道
家
や
神
職
の
間
で
生
成
・
共
有
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
。
文
斎
は
神
官
と
の
繋
が
り
を
強
固
に
す
る
こ
と
で
、
在
地
の
神
道

家
と
し
て
そ
の
地
位
を
確
た
る
も
の
に
し
て
い
っ
た
。
時
に
従
来
と
は
異
な
る
説

を
採
り
な
が
ら
も
文
斎
の
書
し
た
由
緒
記
が
受
容
さ
れ
、
さ
ら
に
神
社
の
古
記
録

や
秘
伝
を
も
取
扱
う
こ
と
が
あ
っ
た
（
注
15
）

背
景
に
は
、
南
都
神
道
家
と
し
て
の

文
斎
の
権
威
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
文
斎
の
述
作
活
動
は
地
誌
や
名
所
記
な
ど

と
は
異
な
り
、
よ
り
一
社
に
根
を
張
っ
た
も
の
で
あ
る
。
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
後
世
に
残
る
各
社
の
由
緒
を
規
定
し
て
い
っ
た
そ
の
力
は
大
き
い
。

　
　

三
　
今
出
河
文
斎
に
よ
る
由
緒
記
の
述
作
〜
『
長
尾
神
社
略
記
』
を
中
心
に
〜

　

文
斎
の
著
作
は
大
き
く
二
系
統
に
分
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
南
都
諸
社
の
由
緒
記

と
、
中
臣
祓
・
鎮
魂
祭
な
ど
に
関
す
る
吉
田
神
道
家
と
し
て
の
述
作
で
あ
る
。
後

者
に
は
『
中
臣
祓
詞
浅
略
題
目
抄
』、『
中
臣
祓
事
業
秘
授
略
』、『
中
臣
忌
部
切
紙

口
伝
秘
鈔
』、『
鎮
魂
祭
略
儀
式
』、『
十
種
神
宝
秘
伝
記
』
中
「
鎮
魂
祭
次
第
記
」

が
あ
る
。
神
道
家
と
し
て
の
文
斎
の
思
想
を
知
る
た
め
に
は
こ
れ
ら
へ
の
検
討
が

欠
か
せ
な
い
が
、
本
稿
で
は
ま
ず
文
斎
が
南
都
諸
社
の
由
緒
を
い
か
に
扱
っ
た
か

を
知
る
た
め
由
緒
記
の
考
察
を
優
先
す
る
。
文
斎
が
そ
の
由
緒
を
編
纂
書
写
し
た

神
社
に
は
、
石
上
神
宮
、
大
倭
神
社
、
大
神
神
社
、
檜
原
神
社
、
長
尾
神
社
な
ど

が
あ
る
が
、本
章
で
は
『
長
尾
神
社
略
記
』（
翻
刻
参
照
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

長
尾
神
社
は
『
延
喜
式
』
神
名
帳
、
葛
下
郡
十
八
座
の
内
に
「
長
尾
神
社
大
。

月
次
新
嘗
。」（
注
16
）

と
さ
れ
る
。
古
代
の
祭
祀
に
つ
い
て
は
不
詳
で
、
神
社
の
由
緒

を
記
す
も
の
に
は
当
資
料
（
以
下
『
略
記
』）
と
『
放
光
寺
古
今
縁
起
』〔
正
安
四

年
（1302

）
か
／
審
盛
／
以
下
『
縁
起
』〕
が
あ
る
。
ま
ず
、『
略
記
』
に
先
行
す

る
『
縁
起
』
の
記
述
を
確
認
し
て
お
く
。
放
光
寺
に
は
鎮
守
と
し
て
葛
下
郡
の
長

尾
社
が
勧
請
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
長
尾
社
の
由
来
が
記
さ
れ
る
（
注
17
）。

一
当
寺
鎮
守
神
殿
三
所

南
御
殿
長
尾
五
所　
　

葛
下
郡
惣
社
振
別
ナ
リ

中
御
殿
八
幡
三
所　
　

源
氏
宗
廟
大
菩
薩

北
御
殿
地
主
御
霊　
　

大
原
氏
神
ナ
リ　

付　

北
小
社

長
尾
者
葛
下
郡
万
歳
里
辺
辰
巳
方
ニ
奉
ル
レ　

崇ア
カ
メ　

二
内
外
両
社
ヲ
一
、
即
伊
勢
太
神
宮
ノ

御
垂
迹
也
、
昔
大
友
皇
子
奉
ル
レ
責
二　

天
武
ノ
御
門
ヲ
一
、
于
時
逃-

二
籠
給
ヒ
吉
野
山
ノ

奥
ニ
一
拝
シ
給
テ
二
太
神
宮
ヲ
一
賜
リ
二
大
将
軍
ヲ
一
向
給
フ
二
美
濃
尾
張
ニ
一
、
発
シ
テ
二
官
軍
ヲ
一
相

-

二
隔
テ
堺
河
ヲ
一
遂
ク
二
合
戦
ヲ
一
、
遂
使
大
友
ノ
皇
子
軍
兵
忽
ニ
摧
ク　

天
武
天
皇

雄

カ
チ
給
ヘ
リ

二
合
戦
ニ
一
、
再
即
ヒ
ツ
キ
給
ヌ 

レ
位
一
、
為
ニ
二
彼
ノ
報
賽
ノ
一
以
テ
二
葛
下
ノ
郡
ヲ
一
献
シ
テ
二　

太
神

宮
ニ
一
永
ク
定
ム
二
神
地
ト
一
、
名
ル
二
五
社
ト
者
内
宮
外
宮
ニ
奉
テ
レ
加
二
諏
方
住
吉
勢（
熱
）田

ヲ
一

二
六
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是
云
二
五
所
ト
一
、
号
ス
ル
ハ
二
長
尾
ト
一
者
大
和
国
城
ノ
上
ノ
郡
ニ
有
二
一
ノ
智
男
一
生
ス
二
容

貌
ノ 

女
ム
ス
メ
ヲ

一
神カ
ム
ヒ
ト人
莅
ノ
ソ
ム
テ 

レ
家
ニ
夜
ル 

窃
ヒ
ソ
カ
ニ 

嫁ト
ツ
ク 

レ
女
ニ
、
暁
更
ニ
早
ク
還
テ
不
レ
見
セ
二
其
ノ
形
ヲ

一
、
即
チ
集
テ
二

緋ア
ケ
ノ

糸
ヲ
一
付
ク
二
神
人
ノ
裙モ
ニ
一
、
遥
ニ
尋
ル
ニ
二
行
方
ヲ
一
到
レ
リ
二
長
尾
ノ
宮
ニ
一

曳-

二
入
ル
社
内
ニ
一
、
仍
テ
号
ス
二
長
尾
ト
一

　

こ
こ
で
の
長
尾
五
所
は
内
外
両
宮
と
諏
訪
・
住
吉
・
熱
田
で
あ
る
。
長
尾
が
伊

勢
の
垂
迹
と
さ
れ
る
背
景
と
し
て
、
大
神
宮
に
祈
念
し
た
天
武
天
皇
が
壬
申
の
乱

に
勝
利
し
、
長
尾
を
神
地
と
し
て
大
神
宮
へ
献
上
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
さ
ら

に
長
尾
の
名
に
つ
い
て
、
城
上
郡
の
女
の
も
と
へ
「
神
人
」
が
通
っ
て
く
る
が
姿

を
見
せ
な
い
の
で
糸
を
裙も

に
付
け
た
と
こ
ろ
長
尾
宮
の
社
内
に
入
っ
た
、
よ
っ
て

「
長
尾
」
と
い
う
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
神
婚
譚
は
三
輪
・
大
物
主
神
の
苧
環
型

神
婚
譚
に
近
似
し
て
お
り
、
長
尾
神
が
城
上
郡
の
女
性
の
も
と
へ
通
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
大
神
神
社
（
城
上
郡
）
が
連
想
さ
せ
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
略
記
』
は
全
体
が
、
長
尾
神
伝
之
儀
・
長
尾
鎮
座
之
儀
・
長
尾
神

階
之
儀
・
長
尾
臨
時
奉
幣
之
儀
・
長
尾
四
度
官
幣
之
儀
・
吉
野
国
栖
奏
曲
之
儀
の

六
段
と
奥
書
・
跋
文
か
ら
成
る
。
正
徳
三
年
（1713

）
五
月
の
文
斎
奥
書
に
は
「
此

一
冊
者
応
長
尾
社
祝
部
吉
野
河
盛
利
之
需
検
国
史
家
牒
且
雑
古
老
口
伝
而
遍マ
マ

集
長

尾
神
社
勘
文
一
巻
然
文
繁
故
摘
其
要
便
覧
云
」（
注
18
）
と
、
文
斎
が
長
尾
神
社
祝
部

の
求
め
に
応
じ
て
作
っ
た
『
長
尾
神
社
勘
文
』（
現
存
は
確
認
さ
れ
ず
）
を
さ
ら

に
摘
要
し
た
も
の
が
『
略
記
』
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
続
く
同
年
同
月
の
跋
文

は
、
先
述
の
通
り
春
日
若
宮
神
主
中
臣
祐
字
に
よ
る
。

　
『
略
記
』
は
祭
神
に
〈
左
殿
〉
豊
御
富
登
命
＝
井
光
＝
水
光
姫
（
白
雲
別
命
女
）、

〈
右
殿
〉
白
雲
別
命
（
祭
祀
年
代
は
不
詳
）
を
当
て
る
。
冒
頭
・
長
尾
神
伝
之
儀

に
お
い
て
は
豊
御
富
登
命
が
吉
野
連
の
祖
に
当
た
り
大
和
国
吉
野
郡
吉
野
神
瀬
御

蔭
井
に
坐
す
こ
と
、
光
を
放
つ
尾
が
生
え
金
精
が
あ
り
、
祈
雨
の
霊
験
あ
ら
た
か

な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
続
い
て
神
武
東
征
に
際
し
、
天
皇
が
吉
野
で
尾
の
光
る

女
人
＝
豊
御
富
登
命
と
、
や
は
り
尾
の
生
え
た
石
押
比
古
（
吉
野
国
国
栖
部
等
始

祖
）
に
出
会
っ
た
と
書
か
れ
る
。
こ
こ
で
両
神
は
そ
れ
ぞ
れ
「
水
光
姫
」「
国
栖
」

と
天
皇
よ
り
命
名
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は『
新
撰
姓
氏
録
』（
以
下『
姓
氏
録
』）

大
和
国
神
別
の
「
吉
野
連
」「
国
栖
」
の
二
項
に
最
も
近
く
、さ
ら
に
『
日
本
書
紀
』

『
先
代
旧
事
本
紀
』
も
参
考
し
た
と
見
ら
れ
る
。
長
尾
へ
の
石
押
比
古
の
祭
祀
は

言
及
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
父
で
あ
る
天
昇
石
火
押
別
命
が
天
降
白
雲
別
命
と
兄
弟

で
あ
る
と
さ
れ
、
後
述
の
春
秋
例
祭
に
お
い
て
吉
野
国
栖
部
等
が
国
栖
舞
を
つ
と

め
、
楽
を
吉
野
連
が
奏
す
由
縁
が
独
自
に
説
か
れ
る
。

　

長
尾
鎮
座
に
関
し
て
『
略
記
』
は
応
神
天
皇
の
御
世
に
水
光
姫
が
葛
城
山
麓
の

三
角
磐
へ
来
臨
し
、
そ
の
子
孫
で
あ
る
吉
野
神
瀬
加
称
比
足
尼
（『
姓
氏
録
』
で

は
加
弥
比
加
尼
）
が
長
尾
へ
遷
宮
し
た
と
す
る
。
こ
れ
は
『
縁
起
』
に
記
さ
れ
た

天
武
朝
の
伊
勢
神
宮
へ
の
神
地
寄
進
に
先
行
し
て
お
り
、
神
社
の
由
緒
を
古
く
遡

ら
せ
よ
う
と
し
た
意
図
が
窺
え
る
。
吉
野
連
の
祖
で
あ
る
加
称
比
足
尼
に
よ
っ
て

豊
御
富
登
命
が
祀
ら
れ
た
こ
と
が
説
か
れ
れ
ば
、
長
尾
社
祝
部
吉
野
河
氏
と
祭
神

の
縁
が
強
固
な
も
の
と
な
る
。『
略
記
』
の
目
的
は
こ
こ
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

祭
神
を
豊
御
富
登
命
・
白
雲
別
命
と
す
る
説
は
先
行
資
料
に
見
ら
れ
ず
、
文
斎

あ
る
い
は
吉
野
河
氏
に
よ
っ
て
喧
伝
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
大
和
志
料
』に
は「
祭

神
ハ
天
照
大
神
豊
受
大
神
ナ
リ
、創
立
ノ
由
緒
正
安
ノ
放
光
寺
縁
起
ニ
詳
カ
ナ
リ
、

参
考
ス
ヘ
シ
、
然
ル
ニ
今
水ミ

光ヒ
カ

比ヒ

売メ

ト
ス
ル
ハ
南
都
人
今
出
河
氏
ノ
作
為
セ
ル
社

記
ニ
拠
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
其
書
牽
強
付
会
ニ
シ
テ
信
ス
ル
ニ
足
ラ
サ
レ
ハ

今
之
ヲ
取
ラ
ス
。」（
注
19
）

と
さ
れ
、
お
そ
ら
く
同
時
代
に
も
批
判
が
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
が
、
現
在
に
至
る
ま
で
こ
の
祭
神
説
が
採
ら
れ
て
い
る
。
諸
説
の
存
在
が
想

定
さ
れ
る
中
で
一
社
の
祭
神
説
を
規
定
し
て
い
く
に
は
、
や
は
り
南
都
諸
社
に
つ

い
て
著
作
を
持
つ
文
斎
の
名
が
有
効
に
は
た
ら
い
た
と
見
ら
れ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』『
先
代
旧
事
本
紀
』
は
豊
御
富
登
命
に
性
別
を
与
え
な
い
が
、『
姓

氏
録
』
は
女
人
と
す
る
。『
略
記
』
も
こ
れ
と
同
じ
立
場
を
取
り
、
加
称
比
足
尼
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の
前
に
現
れ
た
水
光
姫
は
龍
女
（
夢
中
）、
白
蛇
（
現
実
）
の
姿
で
あ
る
。
こ
う

し
た
長
尾
神
の
姿
は
三
輪
明
神
を
連
想
さ
せ
、『
縁
起
』
に
見
た
神
婚
譚
も
考
え

合
わ
さ
れ
る
が
、
文
斎
は
三
輪
と
の
関
連
を
追
究
し
な
い
。
こ
れ
は
豊
御
富
登
命

を
女
神
と
す
る
こ
と
が
『
縁
起
』
の
説
く
神
婚
譚
と
矛
盾
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

文
斎
は
祈
雨
に
霊
験
の
あ
る
龍
女
と
し
て
の
長
尾
神
を
採
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
『
略
記
』
は
「
長
尾
は
御
旅
所
の
木
の
御
社
の
御
井
の
堤
に
梅
の
花
咲

く
」
と
い
う
神
詠
（
足
尼
の
夢
中
）
に
よ
っ
て
、
神
功
皇
后
の
宮
殿
・
若
桜
宮
旧

南
殿
を
用
い
て
木
の
御
社
を
建
立
、
加
称
比
足
尼
に
よ
っ
て
豊
御
富
登
命
が
祀
ら

れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
れ
は
他
文
献
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
一
社
の
由

緒
を
古
く
権
威
づ
け
よ
う
と
し
た
意
図
が
窺
え
る
。

　

本
文
末
部
の
吉
野
国
栖
奏
曲
之
儀
に
お
い
て
は
、
応
神
天
皇
が
吉
野
へ
行
幸
し

た
際
に
国
栖
部
兄
弟
が
酒
を
献
じ
た
こ
と
（
記
紀
が
典
拠
）、
そ
の
時
に
長
国
栖

意
世
古
の
名
を
天
皇
よ
り
賜
っ
た
こ
と
（『
姓
氏
録
』
は
孝
徳
朝
の
こ
と
と
す
る
）、

允
恭
朝
に
国
栖
部
が
土
毛
の
栗
菌
魚
類
を
献
じ
歌
舞
を
つ
と
め
、
以
降
節
会
の
例

式
と
な
っ
た
と
い
う
吉
野
国
栖
奏
曲
の
由
来（『
姓
氏
録
』が
典
拠
）が
記
さ
れ
る
。

本
文
全
体
を
通
し
て
吉
野
国
栖
と
の
関
わ
り
で
長
尾
神
社
の
由
緒
が
説
か
れ
る
こ

と
に
は
、
吉
野
河
氏
が
祀
る
社
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。

　
　
四
　
お
わ
り
に

　

今
出
河
文
斎
は
諸
社
の
由
緒
記
編
纂
を
行
っ
た
が
、
そ
の
活
動
は
『
長
尾
神
社

略
記
』
の
例
に
見
た
よ
う
に
一
社
の
神
職
と
の
結
び
付
き
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

た
。
神
職
か
ら
授
け
ら
れ
た
古
伝
等
は
文
斎
に
と
っ
て
そ
の
著
書
の
内
容
を
保
証

す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
諸
社
の
由
緒
を
扱
う
神
道
家
と
し
て
の
文
斎
の
名

は
新
し
く
作
成
さ
れ
た
由
緒
記
を
権
威
づ
け
た
で
あ
ろ
う
。
両
者
は
互
い
を
補
い

合
う
関
係
に
あ
っ
た
。
文
斎
は
こ
う
し
た
大
和
諸
社
と
の
結
び
付
き
を
通
し
て
、

南
都
の
神
道
家
と
し
て
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

大
三
輪
君
白
堤
に
よ
る
率
川
社
祭
祀
説
の
例
か
ら
は
、
一
社
の
由
緒
が
当
該
社

の
み
な
ら
ず
諸
社
神
職
や
在
地
の
神
道
家
の
間
で
生
成
・
共
有
さ
れ
得
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
言
え
る
。
文
斎
の
編
著
作
に
は
、
林
立
す
る
諸
社
と
の
微
妙
な
関

係
の
上
で
近
世
の
大
和
諸
社
の
由
緒
が
新
た
に
生
成
さ
れ
て
き
た
過
程
が
窺
え
る

だ
ろ
う
。
彼
ら
が
語
っ
た
説
は
国
史
家
牒
・
古
老
口
伝
な
ど
の
引
用
と
同
じ
文
脈

で
語
ら
れ
、
時
に
そ
れ
ら
に
裏
付
け
ら
れ
、
一
社
の
由
緒
を
新
た
に
方
向
付
け
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
注
１
）『
石
上
布
留
神
宮
略
抄
』
奥
書
に
見
る
。
引
用
は
『
神
道
大
系
』
神
社
篇

12 

大
神
・
石
上
（
神
道
大
系
編
纂
会
／1989.12

）
に
拠
る
。

（
注
２
）『
群
書
解
題
』
第
一
上
・
神
祇
部
一
（
続
群
書
類
従
完
成
会
／1962

）

p83-91

（
注
３
）『
神
道
大
系
』
神
社
篇
12
の
う
ち
『
石
上
神
宮
御
事
抄
』
解
題
よ
り

（
注
４
）
他
に
『
物
部
氏
口
伝
抄
』、『
中
臣
祓
詞
浅
略
題
目
抄
』、
國
學
院
大
學
附

属
図
書
館
蔵
『
菅
家
御
伝
記
』、
同
『
播
州
峯
相
記
』（
以
上
、
宝
永
年

間
前
半
）、『
三
輪
山
縁
起
』
に
見
ら
れ
る
。

（
注
５
）『
神
道
大
系
』
神
社
篇
５ 

大
和
国
（
神
道
大
系
編
纂
会
／1987.3

）

（
注
６
）
石
崎
文
庫
所
蔵
本
を
報
告
者
が
翻
字
。
ス
ラ
ッ
シ
ュ
は
改
行
を
示
す
。

（
注
７
）『
神
道
大
系
』
神
社
篇
12 

（
注
８
）
光
由
忌
日
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
一
七
〇
四
年
四
月
六
日
〜
五
月
二
日

の
一
連
の
古
記
録
書
写
活
動
は
光
由
追
悼
の
意
も
込
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
注
９
）『
神
道
大
系
』
神
社
編
12
の
う
ち
同
書
解
題
よ
り

（
注
10
）
白
井
伊
佐
牟
『
石
上
・
大
神
の
祭
祀
と
信
仰
』（
国
書
刊
行
会
／

1991.4

）
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（
注
11
）
國
學
院
大
學
附
属
図
書
館
所
蔵
本
を
報
告
者
が
翻
字
。
ス
ラ
ッ
シ
ュ
は

改
行
を
示
す
。

（
注
12
）『
中
臣
祐
雪
亡
妻
追
悼
記
』（『
大
神
神
社
史
料
』
七
／
大
神
神
社
史
料
編

修
委
員
会
／1980.7

）

（
注
13
）
石
崎
文
庫
所
蔵
本
を
報
告
者
が
翻
字
。

（
注
14
）
西
田
長
男
氏
は
当
資
料
を
今
出
河
文
斎
に
よ
る
偽
作
と
さ
れ
〔『
群
書
解

題
』
第
一
上
・
神
祇
部
一
／
「
大
神
・
大
和
・
石
上
三
社
の
縁
起
の
偽
作
」

（『
国
史
学
』第
72
・
73
号
／1960.3

）、の
ち『
大
神
神
社
史
料
』三（1971

）

再
収
〕、
報
告
者
も
別
稿
に
て
今
出
河
文
斎
に
よ
る
再
編
の
可
能
性
を
論

じ
た
。
な
お
、
西
田
氏
は
『
大
倭
神
社
注
進
状
並
率
川
神
社
記
』
に
つ

い
て
も
文
斎
偽
作
を
唱
え
ら
れ
る
。

（
注
15
）『
十
種
神
宝
秘
伝
記
』
中
「
鎮
魂
祭
次
第
記
」

（
注
16
）『
新
訂
増
補

国
史
大
系
』
26
（
黒
板
勝
美
編
／
吉
川
弘
文
館
／2000.11

）

（
注
17
）
保
井
芳
太
郎
『
大
和
王
寺
文
化
史
論
』（
大
和
史
学
会
／1937

）
に
拠
る
。

読
点
は
任
意
。

（
注
18
）
注
10
に
同
じ
。
白
井
氏
は
文
斎
著
作
の
基
盤
と
な
る
本
勘
文
や
『
石
上

振
霊
畤
簡
書
』
の
存
在
を
疑
わ
れ
る
（P275

）。

（
注
19
）『
大
和
志
料
』
下
巻
（
齋
藤
美
澄
編
／
歴
史
図
書
社
／1970
）

 

【
翻
刻
　『
長
尾
神
社
略
記
』】

　

凡
例

※
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
蔵
本
〔
奈
良
県
庁
文
書
（
明
治
五
年
中 

郷
村
社
并
神

官
配
当
禄
等
調
ノ
件 

社
寺
之
部 

庶
務
課
）
所
収
〕
を
報
告
者
が
翻
字
。
読
点

は
任
意
。

※
割
注
は
〔　

〕
を
付
し
て
開
い
た
。
割
注
の
中
に
注
記
が
入
る
場
合
は
《
》
で

示
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
字
で
記
載
さ
れ
た
も
の
に
も
〔
〕
を
付
し
た
。

※
【　

】
は
挿
入
を
表
す
。

長
尾
神
社
略
記　
　

」（
表
紙
）

長
尾
神
社
略
記

謹
考
大
和
国
葛
下
郡
長
尾
神
社
一
座
者
所
謂
吉
野
連
等
所
祭
白
雲
別
命
之
女
豊
御

富
登
命
也
、
亦
曰
井
光
、
亦
曰
水
光
姫
〔
神
名
帳
新
撰
姓
氏
録
神
祇
秘
抄
〕、
嘗

隠
坐
大
和
国
吉
野
郡
吉
野
神
瀬
御
蔭
井
〔
案
古
記
草
木
枝
葉
相
交
下
陰
景
所
在
井

称
曰
御
蔭
井
也
〕、
故
以
御　
　

」（
１
オ
）

富
登
為
神
名
乎
、
祈
雨
得
験
異
于
他
、
今
依
典
籍
按
之
此
神
生
尾
放
光
者
蓋
有
金

精
也
、
因
茲
掌
降
雨
鎮
井
中
歟
、
此
霊
徳
最
明
也
、

人
皇
最
初
神
日
本
磐
余
彦
諡
神
武
天
皇
東
征
五
年
歳
次
戌
午
秋
八
月
天
皇
欲
省
吉

野
之
地
乃
従
菟
田
穿
邑
〔
在
菟
田
県
〕
親
率
軽
兵
巡
幸
焉
、至
吉
野　
　

」（
１
ウ
）

神
瀬
遣
人
汲
水
、
使
者
還
曰
、
有
女
人
出
自
井
中
、
光
而
生
尾
、
天
皇
召
問
之
、

汝
何
人
、
対
曰
、
臣
是
地
祇
、
天
降
白
雲
別
神
之
女
也
、
名
豊
御
富
登
命
、
天
皇

即
名
水
光
姫
、
此
則
吉
野
連
等
始
祖
也
、
更
少
進
〔
或
云
入
其
山
〕
到
吉
野
河
上

亦
有
生
尾
男
人
披
磐
石
而
出
、于
時
天
皇
御
覧
即
入
磐
穴
虚
、須
臾
又
出
遊
、　　

」

（
２
オ
）

窃
【
窺
】
之
喚
問
之
曰
、
汝
何
人
、
答
曰
、
臣
是
地
祇
、
天
昇
石
穂
押
別
神
之
男

也
、
名
石
押
比
古
、
天
皇
即
名
国
栖
、
此
則
吉
野
国
栖
部
等
始
祖
也
、
天
皇
縁
河

水
西
行
至
河
尻
〔
在
宇
智
郡
阿
太
邑
也
〕
云
々
〔
日
本
書
紀
旧
事
本
記
（
マ
マ
）古

事
記
新

撰
姓
氏
録
神
祇
秘
抄
等
書
〕、

　
　

窃
考
天
降
白
雲
別
命
与
天
昇
石
火
押
別
命　
　

」（
２
ウ
）

　
　

連
枝
而
気
吹
雷
命
之
子
也
乎

　
　
　

右
長
尾
神
伝
之
儀
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謹
按
泊
乎
人
皇
十
六
代
誉
田
諡
応
神
天
皇
御
世
水
光
神
豊
御
富
登
命
従
于
吉
野
神

瀬
御
蔭
井
来
臨
葛
城
山
麓
三
角
磐
〔
社
去
西
南
凡
四
五
町
許
〕、
先
是
豊
御
富
登

命
之
後
葉
吉
野
神
瀬
加
称
比
足　
　

」（
３
オ
）

尼〔
長
尾
社
祝
部
吉
野
連
等
遠
祖
也
〕遷
居
葛
城
県
長
尾〔
或
云
楢
原
〕之
土
地
焉
、

加
称
比
足
尼
夢
覚
三
角
磐
有
神
顕
龍
女
形
告
曰
、
吾
欲
隠
坐
長
尾
之
土
地
、
汝
白

布
衣
後
�
続
布
借
吾
哉
、
足
尼
如
夢
告
調
衣
服
往
三
角
磐
視
之
石
上
在
白
蛇
、
足

尼
意
知
白
蛇
者
彼
神
霊
而
以
衣
服
奉
覆
其
尊
像
一
夜
宿
之
、亦
夢
訓　
　

」（
３
ウ
）

曰
、
長
尾
之
土
地
奉
遷
豊
御
富
登
命
而
祭
之
、
其
上
覆
磐
石
〔
今
社
森
内
北
生
叢

其
中
在
苔
産
石
、
此
石
下
為
彼
御
蔭
井
也
〕、
尓
来
称
此
地
云
長
尾
矣
、
蓋
浄
衣

布
衣
等
後
裔
長
之
起
于
此
時
也
、
尾
籠
〔
訓
宇
古
、
音
肥
弄
〕
言
亦
始
焉
、
然
後

加
称
比
足
尼
夢
中
以
歌
告
曰
、長
尾
〔
波
〕
御
旅
所
〔
乃
〕
木
身
屋
代
御
井
〔
乃
〕

堤
〔
尓
〕
梅
〔
乃
〕
花
開
、
於
是
足　
　

」（
４
オ
）

尼
奏
聞
夢
相
神
詠
歌
、
時
天
皇
聞
賜
之
被
進
若
桜
宮
旧
南
殿
〔
神
功
皇
后
之
宮
殿

也
〕、
建
立
木
御
屋
代
於
御
井
堤
辺
、
令
加
称
比
足
尼
奉
斎
豊
御
富
登
命
焉
、
古

来
里
諺
称
当
社
謂
紫
震
（
マ
マ
）殿
〔
南
殿
名
〕
造
営
是
縁
也
、
蓋
上
代
神
殿
一
座
耳
、
後

世
益
造
一
殿
相
分
左
右
為
二
座
、
以
左
殿
〔
北
方
東
向
〕　　

」（
４
ウ
）

為
水
光
神
豊
御
富
登
命
也
、
右
殿
〔
南
方
東
向
〕
祀
御
祖
神
白
雲
別
命
、
其
年
紀

未
分
明
、

　
　

右
長
尾
鎮
座
之
儀

人
皇
五
十
五
代
文
徳
天
皇
喜
（
マ
マ
）祥

四
年
〔
辛
未
〕
正
月
廿
七
日
〔
庚
子
〕
詔
五
畿

内
七
道
諸
国
大
小
神
祇
有
位
更
進
本
位
一
階
無
位
新
叙
正
六
位
上
焉
、大
和　
　

」

（
５
オ
）

国
長
尾
神
進
昇
本
位
〔
正
六
位
上
〕
一
階
奉
授
従
五
位
下
〔
文
徳
実
録
神
階
記
暦

代
編
年
集
成
〕、

人
皇
五
十
六
代
清
和
天
皇
貞
観
元
年
〔
己
卯
〕
正
月
廿
七
日
〔
甲
申
〕
京
畿
七
道

諸
神
進
階
及
新
叙
、
惣
二
百
六
十
七
社
奉
授
、
大
和
国
従
五
位
下
長
尾
神
従
五
位

上
〔
三
代
実
録
類
聚
国
史
〕、　　

」（
５
ウ
）

人
皇
五
十
九
代
宇
多
天
皇
寛
平
九
年
〔
丁
巳
〕
十
二
月
三
日
〔
甲
辰
〕
五
畿
内
七

道
諸
国
大
小
神
祇
三
百
四
十
社
〔
本
位
神
階
従
五
位
下
已
上
〕
各
進
神
位
一
階

矣
、
長
尾
神
進
昇
本
位
〔
従
五
位
上
〕
一
階
奉
授
正
五
位
下
、
尓
来
天
下
諸
社

六
千
七
百
有
八
座
進
本
位
加
一
階
〔
無
越
階
例
〕、
及
天
慶
三
年
正
月
永
保
元
年

二
月
永
治
元
年
七
月
治
承
四
年
十
二
月　
　

」（
６
オ
）

元
暦
二
年
三
月
〔
新
国
史
元
暦
二
年
大
（
マ
マ
）政
官
符
扶
桑
略
記
源
平
盛
衰
記
〕
正
治
二

年
四
月
貞
応
三
年
三
月
宝
治
三
年
二
月
弘
安
四
年
七
月
凡
九
箇
度
如
此
、
人
皇

九
十
代
後
宇
多
院
弘
安
四
年
〔
辛
巳
〕
七
月
朔
〔
甲
午
〕
長
尾
神
進
昇
本
位
〔
正

五
位
下
〕
九
階
奉
授
正
二
位
者
也
乎
、
此
大
元
兵
軍
降
伏
祈
祷
云
々
〔
石
上
布
留

神
宮
縁
起
神
階
追
考
諸
社
根
源
記
高
野
丹
生
姫
社
記
等
書
〕、　　

」（
６
ウ
）

　
　

右
長
尾
神
階
之
儀

人
皇
五
十
七
代
陽
成
天
皇
元
慶
元
年
九
月
廿
五
日
〔
癸
亥
〕
分
遣
中
臣
斎
部
両
氏

人
於
五
畿
七
道
諸
国
班
幣
境
内
、天
神
地
祇
三
千
一
百
三
十
二
座
縁
奉
大
嘗
会
也
、

長
尾
神
社
者
神
祇
官
帳
所
載
天
神
地
祇
三
千
一
百
三
十
二
座
之
内
一　
　

」（
７

オ
）

座
也
〔
三
代
実
録
神
明
（
マ
マ
）帳
〕、

　
　

右
長
尾
臨
時
奉
幣
之
儀

長
尾
神
社
者
大
社
列
官
社
預
四
度
官
幣
也
、
上
古
毎
年
春
二
月
四
日
〔
名
云
祈
年

祭
〕
夏
六
月
十
一
日
冬
十
一
月
十
一
日
〔
並
名
云
月
次
祭
〕
同
月
中
卯
日
〔
若
有

二
卯
時
用
下
卯
日
也
、
名
之
新
嘗
祭
〕、
於
山
州
帝
都
神
祇
官
中
臣
氏
人
宣
祝
詞

　
　

」（
７
ウ
）

斎
部
氏
人
班
官
幣
焉
、
諸
社
祝
部
等
受
官
幣
帰
其
社
献
上
神
前
敬
祭
之
、
此
謂
四

度
官
幣
〔
金
（
マ
マ
）義

解
延
喜
式
神
名
帳
十
三
箇
條
意
見
等
書
〕、

　
　

右
長
尾
四
度
官
幣
之
儀

謹
案
当
社
豊
御
富
登
命
与
石
押
比
古
命
親
属
神
也
、
因
以
昔
在
春
秋
例
年
之
祭
礼
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神
楽　
　

」（
８
オ
）

〔
俗
云
葛
舞
亦
曰
国
栖
舞
〕、
歌
舞
人
従
吉
野
河
上
国
栖
部
等
来
而
奏
之
、
其
時
神

楽
笛
吹
工
者
当
社
祝
部
吉
野
連
〔
今
称
吉
野
河
氏
〕
等
也
、〔
人
皇
十
六
代
誉
田

諡
応
神
天
皇
十
九
年
十
月
行
幸
吉
野
宮
時
国
栖
部
兄
弟
二
人
来
朝
之
、
因
以
醴
酒

献
于
天
皇
而
歌
之
曰
、
橿
能
尾
尓
横
臼
乎
造
横
臼
醸
留
御
酒
甘
羅
尓
聞
持
飲
麻
呂

勝
、
既
訖
則
打
口
以
仰
咲
、
時
詔
賜
名
曰
長
国
栖
意
世
右
（
マ
マ
）次

弟
世
古
云
々
、
人
皇

二
十
代
允
恭
天
皇
八
年
七
節
吉
野
連
国
栖
部
等
進
土
毛
《
栗
菌
魚
類
》
年
御
贄
即

国
栖
部
等
歌
舞
吉
野
連
等
笛
吹
之
、
尓
来
毎
年
諸
節
会
吉
野
連
国
栖
等
献
土
毛　

　

」（
８
ウ
）

御
贄
奏
歌
曲
為
例
式
、
然
中
世
兵
乱
以
来
中
絶
不
朝
帝
都
至
今
毎
年
正
月
元
旦
節

会
被
行
此
遺
風
、
謂
吉
野
国
栖
奏
曲
也
、〕

　
　

右
吉
野
国
栖
奏
曲
之
儀

　

于
旹

　

正
徳
三
癸
巳
之
歳
仲
夏
上
弦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
出
河
如
雞
誌　
　

」（
９
オ
）

※
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
所
蔵
本
と
長
尾
神
社
所
蔵
本
を
校
合
す
る
に
、
前
者
に

お
い
て
奥
書
・
跋
文
が
脱
落
す
る
ほ
か
は
大
き
な
異
同
は
な
い
と
言
え
る
。

※
以
下
、
白
井
伊
佐
牟
『
石
上
・
大
神
の
祭
祀
と
信
仰
』P266-7

（
国
書
刊
行
会

／1991.4

）（
長
尾
神
社
所
蔵
本
を
翻
刻
）
を
参
照
し
、
奥
書
・
跋
文
を
掲
載

す
る
。
読
点
は
任
意
。

　
　
奥
書　

此
一
冊
者
応
長
尾
社
祝
部
吉
野
河
盛
利
之
需
検
国
史
家
牒
且
雑
古
老
口
伝
而
遍マ
マ

集

長
尾
神
社
勘
文
一
巻
然
文
繁
故
摘
其
要
便
覧
云

于
旹

正
徳
三
癸
巳
之
歳
仲
夏
上
弦

吉
田
家
学
頭
大
宗
臼
井
中
常
門
人

　
　
　

今
出
河
如
雞
一
友

　
　
跋
文　

　

跋
友
人
今
出
河
如
雞
参
考
大
和
国
葛
下
郡
長
尾
神
社
神
伝
鎮
座
来
由
等
而
録
為
一

巻
、
携
来
之
請
跋
於
予
、
予
閲
覧
之
、
其
所
考
悉
拠
国
史
家
牒
且
親
到
于
彼
神
地

而
聞
古
老
伝
相
共
弁
論
之
詳
其
説
矣
、
嗚
呼
如
雞
集
録
之
也
有
敬
神
之
実
、
而
然

予
雖
不
肖
也
感
其
徳
功
而
遂
為
之
跋
、

正
徳
三
龍
次
癸
巳
仲
夏
念
二
日

　
　

春
日
若
宮
神
主
正
四
位
下
中
臣
植
栗
連
祐
字
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資
料
　
今
出
河
文
斎
編
著
・
書
写
資
料
一
覧

　
　
　
　
　

※
文
斎
編
著
・
書
写
年
次
の
不
明
な
も
の
は
最
後
に
挙
げ
、
文
斎
の
関
与
し
た
時
代
順
に
番
号
を
付
し
た
。
丸
付
き
番
号
の
方
が
編
著
を
表
す
。

番
号

 　

書
名
・
所
蔵
先

 

成
立
年
次
／
作
者
・
編
者

　

書
写
経
緯

 　

そ
の
他

①
『
石
上
振
霊
畤
簡
書
』

 （
現
存
せ
ず
）

1694.1.15

文
斎
著        

⑦
『
物
部
氏
口
伝
抄
』
奥
書
に
名
が
残
る
。
文
斎
が
光 

由
提
供
（1693.11

）
の
資
料
を
も
と
に
作
成
。

２
『
石
上
布
留
神
宮
寺
伝
記
』

1570

内
山
永
久
寺
威
徳
院
勝
舜

 1704.4.6

文
斎

３
『
石
上
布
留
神
宮
要
録
』

 1634

桃
尾
山
昭
堧
著

 1704.4.6

文
斎

４
『
石
上
布
留
神
宮
寺
縁
起
』

 1635

桃
尾
山
昭
堧
著

 1704.4.6

文
斎

以
上
三
点
は
ま
と
め
て
光
由
本
を
書
写
。

５

 

國
學
院
大
學
附
属
図
書
館
蔵

『
石
上
神
宮
御
事
抄
』

 1270

卜
部
兼
文
著
か

1704.4.7

光
由
相
伝
本
を
文
斎

が
書
、1705.1

再
校

同
館
蔵『
物
部
氏
口
伝
抄
』『
大
三
輪
神
三
社
鎮
座
次
第
』

と
同
筆
で
、
岡
田
宗
殖
の
書
写
と
目
さ
れ
る

⑥
『
石
上
振
神
宮
二
座
』

 1704.5.2

文
斎
著
か
（
※
１
）

『
石
上
振
霊
畤
簡
書
』
を
摘
要
し
た
も
の
か
。『
物
部
氏

口
伝
抄
』
を
や
や
簡
略
に
し
た
内
容
。

⑦
『
物
部
氏
口
伝
抄
』

1704.5.2
文
斎
著
／1708.10

文

斎
跋

1719.5

岡
田
正
利
／1741.2

岡

田
宗
殖

寺
社
奉
行
提
出
の
た
め
神
主
の
要
請
に
応
じ
作
成
。（
※
２
）

⑧

 

國
學
院
大
學
附
属
図
書
館
蔵

『
中
臣
祓
詞
浅
略
題
目
抄
』

 1705?.12
文
斎
著

和
州
田
原
和
田
邑
南
之
坊
行

真

外
題
に
「
神
秘
抄
」
と
あ
り
同
館
は
そ
の
名
で
登
録
。

９

手
向
山
八
幡
宮
蔵
『
大
倭
神
社
注

進
状
並
率
川
神
社
記
』
附
裏
書

 1167?

大
倭
直
盛
繁

 1706.

元
三 

文
斎
／

 1706.11.17

紀
延
親

裏
書
は
斎
部
氏
家
牒
、
斎
部
禊
詞
、
穴
師
神
社
・
鏡
作

神
社
の
由
緒
を
扱
う
が
、
類
従
本
系
統
の
本
文
は
こ
れ

を
含
ま
な
い
。

10
『
大
三
輪
神
三
社
鎮
座
次
第
』

 （
※
３
）

 1706.12.1

文
斎
写

手
向
山
八
幡
宮
蔵
本
は
紀
延
親
写
（1707

）。
國
學
院
大

學
附
属
図
書
館
蔵
本
は
岡
田
正
利
、宗
殖（1741.5.12

）写
。

11

 

國
學
院
大
學
附
属
図
書
館
蔵

『
菅
家
御
伝
記
』

 1106

菅
原
陳
経
勘
作

 1706.12.18

文
斎
校
訂

12

 

國
學
院
大
學
附
属
図
書
館
蔵

『
播
州
峯
相
記
』

 1348

末
頃

1707.4.5
文
斎
写
／
岡
田
正
利

写
／1741.7.5
岡
田
宗
殖
写

文
斎
は
上
司
（
紀
）
氏
蔵
本
を
転
写
し
異
本
と
校
合
。

13

石
崎
文
庫
蔵『
二
十
二
社
神
名
記
』

 1710.10

文
斎
写
（
※
４
）

文
斎
署
名
の
み
別
筆
で
判
あ
り
。
本
文
は
大
神
若
葦
の

筆
跡
。
若
葦
書
写
本
を
文
斎
が
所
持
し
た
か
。

14
『
三
輪
山
縁
起
』

 1551.4.19?
 1710.10.7

文
斎
写
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⑮
『
長
尾
神
社
略
記
』

 1713.5

文
斎
著

祝
部
吉
野
河
盛
利
の
求
め
に
応
じ
、『
長
尾
神
社
勘
文
』

（
現
存
せ
ず
）
を
述
作
。
同
書
を
摘
要
し
た
も
の
が
本

略
記
で
あ
る
。
跋
は
春
日
若
宮
神
主
中
臣
祐
字
。

16

 
國
學
院
大
學
附
属
図
書
館
蔵

『
鎮
魂
祭
略
儀
式
』

 1264.4.1

卜
部
兼
文
序

1717.7

文
斎
が
岡
田
正
利
へ
伝

授
・
書
写

⑰

 

天
理
大
学
附
属
図
書
館
蔵

『
石
上
布
留
神
宮
略
抄
』

 1720.8 

文
斎
か
（
※
５
）

 

文
斎
か
ら
田
井
庄
村
公
石
見
へ
授
け
ら
れ
る
。

⑱

天
理
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
十
種

神
宝
秘
伝
記
』
中
『
鎮
魂
祭
次
第

記
』

 1722.11.15

文
斎
著

 

（
※
６
）

19

東
京
芸
術
大
学
附
属
図
書
館
蔵

『
南
都
七
大
寺
巡
礼
記
』

 

15
世
紀
中
頃
か

1729.4

文
斎
写
／1729.5.5

無

名
園
古
道
写

文
斎
奥
書
に
は
享
保
七
年
（1721

）
に
大
乗
院
か
ら
「
巡

礼
記
両
冊
」を
借
り
受
け
書
写
し
た
こ
と
が
書
か
れ
る
。

⑳

石
崎
文
庫
蔵
『
中
臣
祓
事
業
秘
授

略
』

 1730.5 

文
斎
著
か

1759.7

大
神
宗
次
写

奥
書
に
「
旹
／
享
保
十
五
庚
戌
歳
中
夏
下
旬
／
亦
斎
翁

藤
雲
」
と
あ
り
、
あ
る
い
は
「
亦
斎
翁
」
は
「
文
斎
翁
」

の
誤
写
か
と
も
見
ら
れ
る
。

�

石
崎
文
庫
蔵
『
中
臣
忌
部
切
紙
口

伝
秘
鈔
』

 1730

文
斎
著

 

氷
室
社
権
神
主
中
宮
内
是
清
の
需
に
応
じ
述
作
（
※
７
）

？
『
舞
踏
事
業
秘
授
略
』

一
冊
／
類
・
雅
楽
／
写
・
多
家
（『
国
書
総
目
録
』）

（
※
１
）『
石
上
神
宮
二
座
』
奥
書
「
右
者
、
神
宮
頭
物
部
朝
臣
光
由
之
口
伝
也
、
応
二
神
主
布
留
宿
祢
政
富
之
需
一
、
稽
二
之
於
典
籍
一
、
参
レ
之
以
二
古
伝
一
、
遂
筆
レ
之
、

相
授
者
也
、／
宝
永
元
年
仲
夏
第
二
日
／
松
島
一
友
／
有
レ
判
」（『
神
道
大
系
』
神
社
編
12
、ス
ラ
ッ
シ
ュ
は
改
行
を
示
す
）
は
別
葉
に
記
載
さ
れ
、『
物
部
氏
口
伝
抄
』

跋
文
前
の
記
述
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
れ
を
『
石
上
振
神
宮
二
座
』
の
成
立
年
次
に
適
用
す
る
こ
と
に
は
注
意
が
払
わ
れ
る
。
し
か
し
内
容
的
に
は
『
物

部
氏
口
伝
抄
』
同
様
『
石
上
振
霊
畤
簡
書
』
を
摘
要
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
文
斎
著
作
の
可
能
性
は
高
い
。

（
※
２
）『
物
部
氏
口
伝
抄
』
奥
書
か
ら
は
宝
永
元
年
（1704

）
に
神
主
の
要
請
に
よ
り
「
物
部
氏
口
伝
抄
」
が
著
さ
れ
、
宝
永
五
年
（1708

）
に
跋
文
を
加
え
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。（
※
１
）
に
述
べ
た
よ
う
に
『
石
上
神
宮
二
座
』
と
『
物
部
氏
口
伝
抄
』
の
本
文
が
ほ
ぼ
重
な
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
前
者
が
宝
永
元
年
に
成

立
し
た
「
物
部
氏
口
伝
抄
」
に
当
た
り
、
現
行
『
物
部
氏
口
伝
抄
』
は
宝
永
五
年
に
文
斎
が
跋
文
を
書
き
加
え
た
際
、
改
訂
を
施
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。

（
※
３
）『
大
三
輪
神
三
社
鎮
座
次
第
』
奥
書
（
別
宮
小
社
記
事
末
）
は
そ
こ
に
名
の
あ
が
る
「
北
畠
大
納
言
殿
」「
今
出
河
宰
相
殿
」
を
同
時
に
満
た
す
者
が
存
在
せ

ず
、
信
憑
性
に
欠
け
る
。
本
文
は
三
部
に
分
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
第
二
部
に
当
た
る
別
宮
小
社
記
事
で
『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』
に
近
似
す
る
祭
神
が
載
る
な
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ど
、
後
世
の
増
補
が
窺
え
る
記
述
が
含
ま
れ
る
。
文
斎
の
業
績
や
そ
の
書
写
本
に
遡
る
本
が
発
見
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
増
補
改
訂
を
行
っ
た
の
は
文
斎
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
第
一
部
の
神
社
の
由
来
を
記
す
箇
所
に
関
し
て
は
、
文
斎
書
写
本
を
直
接
書
写
し
た
と
見
ら
れ
る
諸
本
に
共
通
し
て
異
本
校
合

の
注
記
が
見
ら
れ
、
文
斎
以
前
の
人
物
が
異
本
校
合
を
行
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
本
資
料
は
先
行
資
料
を
用
い
つ
つ
文
斎
に
よ
っ
て
編
纂
（
増
補
改
訂
）
さ
れ
た
も

の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
※
４
）
奥
書
に
は1543.10.7

卜
部
兼
右
／1593.11.20

楊
憲
／1627.11.16

平
常
吉
／1659.11.10

臼
井
樹
麻
呂
／1684.11

平
程
翁
／1696

臼
井
接
伝
／1710.10

　

文
斎
の
署
名
あ
り
。

（
※
５
）
殿
下
の
公
命
に
よ
り
述
作
し
た
こ
と
を
記
す
享
保
五
年
（1720

）
の
奥
書
に
は
署
名
が
な
く
花
押
の
み
あ
る
が
、こ
の
花
押
は
他
の
文
斎
花
押
と
一
致
し
な
い
。

し
か
し
直
後
に
「
右
布
瑠
神
宮
略
称
者
、
南
都
神
覚（
学
）者

今
出
川
八
右
衛
門
ヨ
リ
、
田
井
庄
ノ
村
公
石
見
ヱ
授
ル
者
也
」（『
神
道
大
系
』
神
社
編
12
）
と
記
さ
れ
、
享

保
五
年
の
述
作
も
文
斎
に
よ
る
か
と
推
測
さ
れ
る
。

（
※
６
）『
十
種
神
宝
秘
伝
記
』
は
「
物
部
氏
十
種
瑞
宝
秘
伝
」
と
「
鎮
魂
祭
次
第
記
」（
中
表
紙
に
「
鎮
魂
祭
次
第
記
上
下　
并
十
種
神
宝
秘
伝
要
用
故
共
記　

下
巻

ハ
八
剣
之
気
之
祓
」
と
記
載
。
引
用
は
『
神
道
大
系
』
神
社
編
12
よ
り
）
か
ら
成
る
。
前
者
に
は
奥
書
が
な
い
が
、「
鎮
魂
祭
略
次
第
」
末
に
は
作
者
と
し
て
文
斎

の
名
が
あ
が
る
。
以
降
の
十
種
神
宝
・
八
剣
祓
に
つ
い
て
記
す
箇
所
も
、
日
付
こ
そ
異
な
る
も
の
の
共
に
享
保
七
年
（1722

）
の
年
紀
を
有
し
、
田
村
光
由
・
中
臣

祐
字
か
ら
の
伝
授
を
引
く
の
で
、
文
斎
に
よ
る
編
纂
と
見
做
せ
る
だ
ろ
う
。

（
※
７
）
石
崎
文
庫
に
は
正
本
・
副
本
が
残
る
。
正
本
は
是
清
署
名
の
み
筆
跡
が
異
な
り
、
文
斎
周
辺
人
物
が
書
し
た
も
の
を
是
清
へ
授
け
た
本
に
当
た
る
か
。
文
斎

署
名
に
は
判
が
押
さ
れ
る
。
大
神
宗
次
に
よ
る
副
本
奥
書
〔
明
和
四
年
（1769

）
九
月
上
旬
〕
に
は
大
神
秀
量
所
持
本
を
借
用
し
書
写
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
。
正
本
・

副
本
の
間
に
大
き
な
異
同
は
な
い
。
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 Bunsai Imadegawa who was alive around between the 16th century and the 17th century had 

searched for histories of shrine's in Yamato as a scholar of Shinto in Nanto. First of all, he was asked to 

write books about Shrine's histories by Shinto priests and his books determined some of shrine’s histories 

and traditions, but they were different from that the others had written. Particularly, in this essay, I pick 

up “Nagao-Zinzya-Ryakki” from his one of books and arrange his activities. I hope my essay can gain a 

foothold to know in how to be recorded histories of shrines in Nanto in the Edo per.

The books of histories about shrine in Nanto were 
written by Scholar of Shinto: Bunsai Imadegawa

CHIKANE Sakimura
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